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英語母語話者非常勤講師の公募について 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、このたび本機構では、本学川内北キャンパスにおける全学教育「英語」科目の授業を

担当する英語母語話者非常勤講師を、下記により公募いたします。つきましては、ご多用のと

ころ誠に恐縮ですが、貴機関関係者へのご周知方よろしくお取り計らいくださるようお願い申

し上げます。 

なお、東北大学は男女共同参画の促進に積極的に取り組んでおります。 

敬具 

 

 

記 

 

１．応募資格 

（１）英語の母語話者であること。ただし、国籍は問わない。 

（２）修士の学位を有する方、またはこれと同等の学識経験のある方。 

（３）TESOL、TEFL などのディプロマを有することが望ましい。 

（４）大学等における英語教育の経験を有することが望ましい。 

（５）原則として仙台市内及びその近郊にお住まいの方。 

 

２．募集人員 

若干名 

 

３．採用予定時期 

平成２９年４月１日 

 

４．応募に必要な書類 

（１）履歴書（１部） 

・指定の様式はありません。市販の履歴書等を利用してください。 

・写真（３ヶ月以内に撮影されたもの）を貼付してください。 

（２）教育・研究業績表（１部） 

教育業績については、大学等の機関名、期間、週当りの担当コマ数、授業名及び授業

内容の概要を明記してください。 



（３）授業担当可能曜日・時間帯を記した書類（１部） 

下記の期間について、授業担当が可能な曜日及び時間帯を記したものを提出してくだ

さい。 

・平成２９年４月～８月上旬 

・平成２９年１０月～平成３０年２月上旬 

（４）自作の教材、授業計画（シラバスなど）、授業を記録した映像資料など、選考の際に

参考にできる資料があれば、併せて提出してください（それぞれ１部）。 

（５）推薦書１通、または、応募者についての所見を求めることができる方（１名）の氏名、

所属先及び連絡先（電話番号、電子メールアドレス等） 

 

５．応募書類の提出について 

（１）提出期限 

平成２９年１月１６日（月）必着（充足次第終了） 

（２）提出方法 

応募書類は、封筒の表に「英語母語話者非常勤講師応募書類在中」と朱書きし、簡易

書留または宅配便で送付してください。なお、提出された書類は返却しません。 

（３）提出先 

〒９８０-８５７６ 仙台市青葉区川内４１ 

東北大学教育・学生支援部学務課学務総務係 

 

６．選考予定 

（１）１月末までに第一次書類選考の結果を連絡します。 

（２）第一次書類選考を通過した方を対象に、東北大学高度教養教育・学生支援機構（東北

大学川内北キャンパス）において面接選考を行います。面接には模擬授業も含まれます

が、面接の詳細については対象者の方に個別にお知らせします。なお、面接に際しての

交通費は自己負担とします。 

 

７．問合せ先 

東北大学高度教養教育・学生支援機構 言語・文化教育センター 教授 北原良夫 

E-mail：kitahara＊m.tohoku.ac.jp（「＊」を「＠」に置き換えてください） 

 

 



【参考】 

１．全学教育「英語」授業科目の種類 

全学教育で実施されている英語の授業科目には、主に次の 3 つがあります。 

 

・英語 A（1 年次）：読解力の養成を中心とした授業 

・英語 B（1 年次）：コミュニケーション・スキルの養成を中心とした授業  

・英語 C（2 年次）：「英語 A」及び「英語 B」で培った能力をさらに発展させる授業 

 

それぞれの授業科目には、学部・学科別の通常のクラスの他に、「上級者用クラス」及び

「再履修者用クラス」がそれぞれ数クラスずつ開講されています。また、「英語 C」と単位

互換性がある「Practical English Skills」という授業科目が数クラス開講されています。これは、

英語母語話者教員が担当する少人数形式の授業で、プレゼンテーションなど英語の表出面の

能力を高める訓練を集中的に行うものです。 

 

２．任用期間及び給与 

（１）1 年契約で、更新可（本学規程による）。 

（２）1 時間当たり 6,000 円（授業 1 コマ 90 分を 2 時間として計算）。仙台近郊からの通勤

の場合、交通費支給。それ以外の手当はありません。 

 

３．担当コマ数 

1 コマ 90 分を単位として、ご相談のうえ、お一人につき最大週 4 コマまでの授業担当をお

願いする予定です。 

 

４．その他 

授業以外に、全学教育担当教員全体の FD、英語担当教員の打合せや FD などで、年に何回

か来ていただくことがあります。これらについては、謝金、交通費などが支給されないこと

があります。 

 

 


